
１．件名：「東海第二発電所の設計及び工事の計画の変更認可申請（火災防護設備用ハロン

ボンベ等の設置場所変更等）に係る事業者ヒアリング【２】」 

 

２．日時： 令和５年４月１７日 １３時３０分～１４時５５分 

 

３．場所： 原子力規制庁 ９階Ｃ会議室（ＴＶ会議システムを利用） 

 

４．出席（※・・ＴＶ会議システムによる出席） 

原子力規制庁： 

（新基準適合性審査チーム） 

髙橋管理官補佐、深堀技術参与 

 

日本原子力発電株式会社： 

発電管理室 部長 他担当者７名 

東海第二発電所 保修室 機械Ｇｒマネージャー※ 他担当者６名※ 

 

５．自動文字起こし結果 

別紙のとおり。 

  （注）：音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

      発言者による確認はしていません。 

 

なお、本面談については、日本原子力発電株式会社から対面での面談開催の希望があ

ったため、「まん延防止重点措置の解除を踏まえた原子力規制委員会の対応」（令和４

年３月２３日 第７３回原子力規制委員会 配付資料２）を踏まえ、対面で実施した。 

 

６．その他 

提出資料：  

・東海第二発電所 設計及び工事計画変更認可申請 補足説明資料（改１） 

 

以下のホームページ掲載済みの資料を使用 

・設計及び工事計画認可申請書（東海第二発電所の設計及び工事の計画の変更）（令和５

年４月７日申請） 

・東海第二発電所 設計及び工事計画変更認可申請 補足説明資料（令和５年４月７日

提出） 

 

以上 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

別紙 

時間 自動文字起こし結果 

0:00:01 原子力規制庁の高橋です。 

0:00:04 ただいまより、 

0:00:06 日本原子力発電株式会社東海第 2 発電所設計及び工事計画変更認

可申請に係るヒアリングを開始します。 

0:00:16 前回に引き続き事実確認を行って参りたいと思います。 

0:00:21 では日本原子力発電から説明をお願いします。 

0:00:26 はい。 

0:00:27 原電の小林です。 

0:00:29 先日、ヒアリングありまして、そこでいただいたコメントをもとに、資料を

修正しました。修正点について中心にご説明をいたします。 

0:00:40 ではよろしくお願いします。 

0:00:45 はい。では、原電ヒロキが、補足資料 4、 

0:00:49 火災防護。 

0:00:51 設備をハロンボンベ及び二酸化炭素ボンベの設置場所個数名称等の

変更について回答させていただきます。 

0:01:00 まず、 

0:01:01 開いていただきまして構成ですけども開いていただきまして 2 ページ。 

0:01:07 真ん中の黄色のハッチングがかけてございます。こちらの前回、ヒアリ

ングにおいてご提示させていただいて説明させていただいた資料と、 

0:01:18 相違があるところにつきまして黄色マーカーをつけさせていただきまし

た。 

0:01:22 1 ページ目は、この黄色マーカーのところで、その他変更はございませ

ん。 

0:01:33 藤そうですねすいません 

0:01:35 コメントリストの一番で、補足 1 ですね、補足 4－2 ページ目で 15 条に

丸となっておりました、こちらのを最終的に 

0:01:47 次、技術基準の適合性の記載については、削除するということになりま

したので、 

0:01:54 矢じりをですね、 

0:01:56 外しまして、 

0:01:57 その代わりに表 1 というところで、改めて記載は変えておりませんけど

も、 

0:02:03 表 1 に内示をつけさせていただきました。 

0:02:08 では 3 ページ目になります。これコメントリストの 2 番になります。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 
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0:02:14 各ボンベがＤＢ設備なのか、ＳＥＳ設備なのかを追記してくださいという

ことで、表 1 中に新たに欄を設け、記載しましたということで、こちらです

ね前回、 

0:02:27 もう少し丁寧にご説明さしあげばよかったかなと思っております。 

0:02:32 こちらの真ん中に設備分類としまして、Ｂとを入れました。下の方に左下

ですけども設備分類としましてＡが設計基準対象施設、これでＢ、 

0:02:45 ＢがＡ常設。 

0:02:48 耐震重要 

0:02:51 重大事故を防止設備、ポツ、 

0:02:55 常設重大事故緩和設備をを防護する消火設備ということで、 

0:03:00 こちらですね、す前回は設備はデービーであるというように、ご説明差し

上げました。分類上ですけども、一応 52 条から、 

0:03:11 設備が引っ張られてこれきますので、設備としては、ＳＡ設備にＳＡ用の

消火設備はＳＡへの 

0:03:22 登録分類をしてしております。 

0:03:25 こちらが 

0:03:27 もし、お手元に審査書等がございましたらば、 

0:03:31 申請書のですね補足ではなく申請書の、 

0:03:35 23 ページをご覧なっていただければと思ってます。 

0:03:43 23 ページが表 1 としまして、火災防護設備の主要設備リストということ

で、これ登録してあるものでございます。23 ページの一番上がですね衛

星電気室になってございまして、 

0:03:57 耐震重要度を聞く分、それから設備分類、重要度クラスということで、清

につきましてはバーにしてございます。 

0:04:07 デービー及びデービー＆ＳＡですね、そういったものはＣ2 ということで

耐震分類クラス 3 というように設定してございます。 

0:04:20 ここをですねそのまま適用いたしまして、 

0:04:25 今のパワーポイントの 3 ページの左下のＢ－Ｂでございますけども、こ

の※2 の表記をそのまま記載、 

0:04:35 をしております。 

0:04:37 というところで性事象のときに対応する設備ではございませんで、 

0:04:43 設計事象時ですね今の平常時において、ＳＡ設備等が例えば不具合で

火災になった場合に、他に影響しないように早期に消すと。 

0:04:55 そういったような設定になってございまして、 
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0:04:58 そういったところから前回はＤＢ設備というように申し上げましたけども

丁寧ご説明させていただくと今のこういった資料からですね、 

0:05:07 ＳＡはＳＡ単独として登録していると、というような設備になります。 

0:05:11 こちらがそのままの反映させていただいていただきましたので、 

0:05:15 上からデービーですねＴＢＤビービービービーということで、ここで生徒を

便を区分けできるように表記いたしました。 

0:05:29 もう少し前回、丁寧にご説明するところでしたけども申し訳ございませ

ん。 

0:05:35 と、あと前回ですね、ご提出させていただいた提出しました資料から、左

がですね、変更内容で質というのが申し訳が抜けておりましたので、 

0:05:48 追記いたしまして黄色ハッチングかけております。 

0:05:51 それから、右下の左下の理由でございますけども、一応理由というとこ

ろをつけました。それから、①米ということで、 

0:06:00 こちらもですね記載の適正化を図っております。 

0:06:04 3 ページ目は以上でございます。 

0:06:07 このまま進めさせていただいてもよろしいですか途中で切った方がよろ

しいでしょうか。 

0:06:14 はい。 

0:06:16 それでは、 

0:06:18 4 ページになります。 

0:06:21 こちらも、 

0:06:23 コメント資料の 3 になりまして、補足資料の 4、4 ページ 6 ページ 7 ペー

ジ 9 ページですね、下記について具体的な説明をずっと用いて詳細に

記載してくださいということで、 

0:06:37 Ｆ－Ｖの設置を受けて何が変更になったのか、所内常設直流電源設備

3 系統目ですね、の設置を受けて、何が変更となったのか。 

0:06:48 配管経路をどのように変更したのか、エリア体積がどのように増加した

のか、対象電源盤がどのように変更となったのか。 

0:06:57 精緻環境の観点とは何を示すのかということで、 

0:07:01 こちらですね今回の 

0:07:03 変更に行うに当たりまして前提となる条件につきまして、より詳細がわ

かるように記載を充実いたしましたということで、 

0:07:10 こちらの 4 ページの理由もそうですけども、 

0:07:14 別途ご説明させていただきますけども、 

0:07:18 後ですね右下 15 ページ。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 
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0:07:23 になります。ここからこの 4679 ページですね、これらに対する 

0:07:31 内容をですね追加したものになってございまして、これ改めて追加にな

りましたので別途詳細にご説明差し上げたいと思います。 

0:07:40 という構成にしてございます。では 4 ページに戻っていただきまして、変

更、変更理由でございます。 

0:07:49 まず、 

0:07:52 ケーブル処理処理室用とディーゼル発電機室用ということで、こちらで

すが、 

0:07:57 上の一番上のとは、ひし形でございますけども、こちらの質というものを

追記させていただきました。下段の方にＥＬ22.5 メーターに見直し、 

0:08:12 ここに表現が入っておりますけども適正化ということで、工認を申請し、

認可を受けていると、いうような、 

0:08:21 記載にいたしました。 

0:08:24 その後ですね、ＦＡの兼用化により、建屋内にＦ－Ｖ操作対象設備がな

くなり、家で 14 メーター。 

0:08:34 エリアの使用が可能となったため、ボンベ等へのアクセス、保守点検が

容易でかつ、 

0:08:42 ユフの影響を受けないイトウ所の設置検討場所であった、屋内 14 メー

ターに変更すると、というようなここを追記させていただきました。 

0:08:51 さらに下のヘでし方ですけども、 

0:08:55 要領の点ですけども、和文になっておりましたので分離化変更いたしま

して規制化して、いたしました。 

0:09:03 それから、ここでですね別紙の第 2 表、図 1 ということで、 

0:09:07 先ほど申し上げた 15 ページ以降を呼び出すようにしてございます。 

0:09:13 それから、高圧炉心スプレイ系でございましてこちらが、 

0:09:17 上のひし形でございます。 

0:09:19 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機、質量を二酸化炭素ボンベにつ

いても、 

0:09:25 上記と同様に屋内ＥＬ14 メーターに設置することを検討していたが、 

0:09:31 当該ボンベの設置場所を、 

0:09:34 屋外 18 メーターに見直し、公認申請を行い認可を受けているＦ－Ｖい

い兼用化を踏まえて、ケーブル処理室用及び非常用ディーゼル発電機

室用ボンベと、 

0:09:47 同じエリアである屋内 14 メーターに変更すると。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 
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0:09:50 というような記載にいたしました。また下の引き方ですけども同じＥ．Ａ．

にしておりますのと、ベッショ及び出してございます。 

0:10:00 4 ページは以上でございます。 

0:10:04 続きまして 5 ページになります。 

0:10:07 5 ページにつきましては、適正化でございまして、こちらもコメントをいた

だきました。 

0:10:15 丸数字ですね、が上と下が合わないということ。それから、 

0:10:21 建屋名称ですね、を適正化させていただいております。 

0:10:25 こちらが①②③とございまして上と下が合うようにしてございます。 

0:10:31 それから、キープランの中ですけども設置変更場所ということで、追記

ですね、こちらの方も、次、小さいですが追記いたしました。 

0:10:41 それから質というものを適正化させていただいております。 

0:10:45 5 ページは以上でございます。 

0:10:49 6 ページでございます。 

0:10:52 6 ページが、 

0:10:53 緊急用電気室になってございまして、こちらが同じですね 3、4 のコメント

リストの三、四、からになりますけども、 

0:11:05 まず、ＭＣＣ他でございますウエノひし形ですけども、 

0:11:10 Ａ、 

0:11:11 所内常設直流電源設備 3 系統名を、 

0:11:16 設置する必要が生じたことから、 

0:11:19 新設する電源設備の設置場所の見直しが必要となったため、 

0:11:24 操作性及び消火設備の設計を、を考慮して設置場所を検討しました。 

0:11:29 で、 

0:11:30 ここんですけども、また適正化でＭＣＣ及び緊急用蓄電池の設置場所を

変更することとしたと、というように記載を変えてます。 

0:11:41 から上記を踏まえ、こちらも変えてございません。ハロンボンベは、1 階

エリアの消火機能を持たせることとしましたということと、それから、評価

対象を対象消火エリアの体積オフ増加するためと、 

0:11:55 ここも閉店に書いてございますと、別紙をを呼び出すようにしてございま

す。 

0:12:01 一番最後のひし形でございましてますけども、 

0:12:05 変更はないということで、ここも 

0:12:08 別紙をですね図 2 と、それからベッショを呼び出すようにいたしておりま

す。 
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0:12:13 蓄電池Ｅにはあります。 

0:12:17 緊急用を電気室、括弧、緊急用蓄電池用に持ちについても、緊急用Ｍ

ＣＣ他と同様に、新設する電源設備の検討を反映し、変更することとし

た。 

0:12:30 上記を踏まえＡこちら、 

0:12:33 は変更ございません。 

0:12:35 適正化と、それから別紙の呼び出しになってございます。 

0:12:39 それから、一番下です。ここも図 2 とそれから別紙、こちらを追加、追記

いたしました。 

0:12:46 申し訳ありません。変更内容で、一部ですね、容量のところでリッターパ

ートというものをですね適正化で追記させていただいてます。 

0:12:56 それから注記として、米ですね交渉中示すということを入れさしていただ

きました。 

0:13:02 6 ページは以上でございます。 

0:13:06 7 ページになります。 

0:13:08 7 ページも同様にですね少し文章理由を短くしてございまして、緊急用

電着室、125ＶＭＣＣようについても、 

0:13:20 緊急ＭＣＣフォーマットを同様に新設する電源設備の検討を反映し、変

更することとした。 

0:13:27 上記を踏まえ、ということであとは書いてござい適正化の範囲になって

ございます。 

0:13:33 それから、別紙及び出してございます。 

0:13:36 それから最後のなお書き主だったんですけども、こちらの適正化をさせ

ていただきまして、既工認とこれ認可となっておりました許可となってご

ざいました。これを人がですねすいません、既工認というように変えさせ

ていただいたのと適正化と、それから別紙を呼び出してございます。 

0:13:54 7 ページは以上でございます。 

0:14:00 8 ページでございます 8 ページも適正化ウェエブ類でございまして、 

0:14:06 表記をですね追加いたしました。それから変更場所ということで小さい

んですけども、右上の方にも入れました。 

0:14:13 それからタイトルですね 12 のタイトル、こちらを適正化、固有名詞が入

っておりましたけども全体を示してございますので、電源系という、 

0:14:21 ことで適正化を図ってございます。こちら以上でございます。 

0:14:28 9 ページに参ります。低圧炉心スプレイ系ポンプ用でございまして、こち

らの変更内容をマイナスですね。 
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0:14:37 が大文字になってございましたので、適正化で半角ですね。 

0:14:42 全角半角にしてございます。 

0:14:45 それから、 

0:14:47 上のひし形ですね、ポンプ用というところを適正化。 

0:14:51 同じようにですね真ん中のひし形も適正化をしてございます。 

0:14:57 と一番最後ですけども別紙を呼び出すということで記載を追記いたしま

した。 

0:15:03 この適正化の範囲で修正かけております。以上でございます。 

0:15:09 10 ページになります。10 ページもこちらも適正化の範囲で大きな変更

はございません。設置変更場所ということを追記させていただきました。 

0:15:20 11 ページになります。 

0:15:23 11 ページにつきましても変更理由のところで、別紙ですね、こちらは 

0:15:29 表記いするのと、それが一番上ですけども変更によっても、ここござい

ません誤記がございましたので、2 となっておりました。2 を取りました。

それから、※1 ですね、注記を左下に追記いたしました。 

0:15:46 こちらは以上です。 

0:15:49 12 ページでございます。12 ページにつきましても適正化の範囲で、 

0:15:56 こちらもですね、19、⑲ですね、これを前回はございませんでした丁寧に

ということでこちらの上と下が変更前後でわかるように⑲というものをこ

こ追記いたしました。 

0:16:09 同じように 13 ページにつきましても、2026 というものを追記したのと、 

0:16:15 それから、30030 の 48.6 の後に、の違和感ちょっとございまして削除と

いうようなことございました。ラインを止めという非フレーズになってござ

いますので削除とりました。ここは以上でございます。 

0:16:30 14 ページは変更ございません。 

0:16:34 では改めて追加いたしました 15 ページからになります。 

0:16:40 こちらから、 

0:16:43 本分のですね個数変更の概要ということで 6 ページで整理させていた

だいております。 

0:16:50 まず当該ページですけども、貯蔵する消火剤の量の確認ということにな

りましてこの障防法の記載をですね、ビジュアル的に見える化させてい

ただきました。 

0:17:03 こちらの今回工認におけるガス系消火設備の消火剤の量の算出につ

いては、 
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0:17:09 既工認同様、全域放出方式、ハロゲン化物、消火設備及び医局長を、

放出式ハロゲン化物、消火設備の貯蔵容器に貯蔵する。 

0:17:22 消火剤の量は、消防法施行規則第 20 条第 3 項、 

0:17:27 全域放出方式不活性ガス消火設備の貯蔵容器に貯蔵する消火設備の

量は、消防法施行規則第 19 条第 4 項により、 

0:17:40 算出された消火剤以上の量とする。 

0:17:43 なお、消火剤の種類はハロン 1301 及び二酸化炭素である。 

0:17:49 第 1 に、 

0:17:50 ガス系消火設備ごとの消火剤の量の算出方法を示すと。 

0:17:55 と記載いたしました。こちらの障防法にですね記載されてる内容を、ほ

ぼ抽出しまして記載をですね入れてございます。 

0:18:05 表 1 でございます。左側からガス系消火設備となっておりまして全域放

出方式、それから局所を放出式、それから全域放出方式の不活性ガス

ＣＯⅡでございまして、 

0:18:18 それぞれに貯蔵容器、この世ボンベになりますけども、貯蔵する消火剤

の量の算出方法ということで、 

0:18:29 こちらも消防法に記載されてございます式をですね入れてございます。 

0:18:33 局所の方が、やはり部屋の中に入れるわけではございませんので、 

0:18:39 少し式がですね複雑化になってございますけども、こちらもポンチ絵で

すね用いて、概略をお示ししてございます。 

0:18:50 同様に二酸化炭素につきましても同じでございまして、係数こちらはで

すねコンマ 75 を※4 となってございますけども、こちらが、 

0:19:00 障防法によりましてそれぞれですね係数を求めるところが違ってきてお

りますので、区画ごと体積 11 平米 1、1 立米当たりの消火剤の量という

ことで※4 をですね、こちらも入れさしていただいてございます。 

0:19:16 こちらの障防法のからの抜粋を記載しているというところになってござい

ます。 

0:19:23 16 ページになります。 

0:19:27 16 ページが今回の方変更の変更前後になってございまして、こちらも 

0:19:36 コメントですね、コメントいただきました 

0:19:39 どのように変更前後なってるのというようなところから整理してございま

す。 

0:19:44 比嘉助。 

0:19:46 黒マルでございますガス系消火設備の消火剤の量の見直しに伴うボン

ベ個数の算出についてと。 
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0:19:52 いうことで、第 1 のガス系消火設備ごとの消火剤の量の算出方法によ

り算出された量以上の消火剤の量、括弧消化剤総量となってございま

す。確保し、 

0:20:05 障防法で要求される消火設備に関する基準。 

0:20:09 噴射ヘッドや貯蔵容器等の設置及び維持に関する基準を満足するよ

う、ガス系消火設備の配置計画を見直し、これらの結果を反映した必要

ボンベ個数とした。 

0:20:22 第 2 表に消火ガス系消火設備の消火剤必要量及びボンベイ個数の算

出結果を示すということで、 

0:20:32 こちらはですね、ケーブル処理室、デジ室それからＨＰＣＳデイジ室とい

うことで、ハロゲンと不活性ガスということで、 

0:20:43 ケーブル処理室でございますけども、 

0:20:47 申し訳ありません右下にですね、上が、上段が既工認の設計根拠。 

0:20:52 それから下段が今回工認の設計根拠となってございまして、上がです

ね 2018 年に認可をいただいたものとなってございます。 

0:21:01 そうしますとケーブル処理室が、もともとここで必要なものの変更が何

かという言いますと、場所が変わったということで、ボンベの場所が変わ

ったということになってございまして、 

0:21:14 防護区画の体積左から三つ目でございますけどもこちらは変わってご

ざいませんので、 

0:21:21 2018 年にいただいた数字、変更なしということで、ここは触ってないと。

それに対する理由が、変更概要が真ん中に書いてございまして、 

0:21:33 こちらが配置計画の変更概要※2 となってくる注記※にございます。ボ

ンベ個数及び配管口径の変更に影響した。 

0:21:43 主な配置計画の変更概要を示すということになってございます。 

0:21:49 こちらは、これらを受けまして右側になりますけども、ボンベ容量個数、

消化剤総量、それから必要な要目に必要なボンベの個数、 

0:22:00 ということで整理をしてございます。 

0:22:03 これらの変更点ですね、これを概要として真ん中に示してございます。

まずケーブル処理でございます。 

0:22:10 ボンベ設置位置変更に伴う配置計画の見直しの結果、し配管の総延長

は約 130 メートル増加し、肺癌体積が増加したためボンベ個数を変更

する。 

0:22:23 消火能力に対する要求事項を満足させるため、既設工認と同様な設備

構成を検討した結果、 
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0:22:31 配管口径の一部を変更、縮小するということになりまして、 

0:22:36 配管口径を見直すことによりまして、 

0:22:39 ボンベの、 

0:22:41 ボンベ容量は、変更なく総量が増えましたのでボンベ個数が増えたと。 

0:22:47 というような検討結果を記載してございます。 

0:22:52 同様にですね非常用ディーゼル 2 になりますが、ケーブル処理室同様

に消火能力に対し、見直しを行った。その辺、結果、主配管の総延長

が、 

0:23:04 約 130 メートル増加し、配管体積が増加したためボンベ個数を変更す

る。 

0:23:11 配管口径については、既工認と同様な設備構成が可能なため、変更は

ないということで、こちらのケーブル処理室に 130 メーター延びました。 

0:23:21 体積が増えましたので、当然ボンベの個数が増えるということになって

ございますが、ディーゼル室に関しましては、 

0:23:32 配管口径は、今の設計をですね見直すことなく、 

0:23:38 そのまま設計を踏襲することで、ボンベの個数をふやすだけということ

で整理、評価検討ができましたので、こちらについては、配管のサイズ

は変えてないというような結果になってございます。 

0:23:52 ＨＰＣＳ数ですけども、ＨＰＣＳ高圧炉心スプレイ系につきましてはケーブ

ル処理室同様に消火能力に対し見直した。 

0:24:00 その結果、市配管の総延長が 120 メートル増加し、配管体積が増加し

たが配管口径の一部を変更拡大ですね、により消火能力に対する要求

事項を満足するため、 

0:24:13 ボンベ個数は変更なく口径のみを変更するということでこちらは、 

0:24:17 配管口径をですね触ったごとにサバサバッたことによりまして、ボンベ

個数変えずにですね、 

0:24:25 検討を結果がえられたということになっておりまして、 

0:24:30 これまでの冒頭、誤差、ところで説明いたしました、藤田Ｈｅａｄへ貯蔵容

器の設置、こういった基準に照らし合わせまして、設計をＯＫ系統設計

をした結果ですね。 

0:24:43 このようにばらつきはあるんですけども、それぞれになるべく要目等に

影響が変更、変更に影響がないようにと評価をしようとすると、 

0:24:55 こういう転写のばらつきありますけども、もう 1 個こういった内容で整理

ができたと、いうような状況になってございます。 

0:25:02 こちらは以上でございまして、 
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0:25:04 17 ページでございますが、こちらがケーブル処理室用ディーゼルそれ

からニイズに非常用ディーゼルそれから高圧炉心スプレイ系ということ

で、 

0:25:15 変更前後でわかるように表記いたしました。 

0:25:19 ここで右下に凡例にございますけども、 

0:25:23 ①を代表ということで、 

0:25:25 この赤ですね、代表しまして 

0:25:30 表記していると。 

0:25:32 そもそも真ん中の方にあったものが、上の方に行きました。 

0:25:37 その分ですね真ん中にございます変更なしと、それから変更後を配管

増加範囲ということで、これだけの距離が長くなったということになって

ございます。 

0:25:46 それからＤＧ室でございますけどもそもそもこれだけの容量これは変わ

らないと、この部屋は変わっておりませんので、こういった配管の増加を

含めて評価再評価をした結果、 

0:25:58 先ほど申し上げた変更上状況で整理ができたということになってござい

ます。 

0:26:04 こちら側の第 1 図としてケーブル処理室例示関係になってございます。 

0:26:11 では 18 ページでございます。 

0:26:14 18 ページが、こちらの、 

0:26:17 静電気室、それから、低圧炉心スプレイ系となってございまして、 

0:26:23 静電気室につきましては全域放出方式ということで、部屋の中ですね、

に入れ込むと、一方低圧炉心スプレイ系は局長ということになりまして、

設備に直接噴射すると。 

0:26:37 というような設備がちょっと構造が違ってございます。 

0:26:41 となりまして、まず一番上ですけどもＭＣＣをとしてエセ認可を受けてお

ります。 

0:26:49 防護体制防護を防護区画の体積イトウでございます。こちらはもともと

536 というもので設計をしたものです。 

0:27:00 68 リッターの 60 キロのボンベを 3 本、 

0:27:04 ということで整理認可を受けておりましたけども、 

0:27:09 今回見直しですね、設備機器ごとではなくその部屋に噴出するというこ

とで、変えたところを体積が 800 人、変わりまして、消火剤の量が 257

と。 

0:27:21 ということになりました。 
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0:27:22 これらを受けまして、本来であれば、変更なくいけるところでございます

けども、ボンベの容量は変更なし、のまま、 

0:27:33 257 ですね、60、60ｋＬになってございますので 5 本で 300 キロというこ

とで 257 以上になってございますから、ボンベの工数だけを変更するも

のということになっております。 

0:27:46 こちらが、真ん中の変更がですね、対象を防護区画の見直しによる、堆

積場化に伴う体積増加に伴い、消化材料が増加したため、ボンベ個数

を変更する。 

0:27:58 設備の配置計画を見直したが、大きな配管経路の変更がなく、 

0:28:03 既工認同様の設備構成が可能なことから、配管口径の変更はないとい

う変更内容を示してございます。 

0:28:12 同様に、 

0:28:13 緊急用蓄電池でございまして、こちらも対象を区画が変わりましたの

で、当然体積が変わっていくと。 

0:28:23 いうことになります。こちらが同じように 

0:28:27 区画の見直しで堆積増加に伴い、そうか消化剤量が増加したため、ボ

ンベ容量及び個数を変更する。 

0:28:37 設備の配置計画を見直したが、配管経路等の変更があるものの、既工

認同様の設備構成が可能であることから、配管口径の変更はないとい

うことで、こちらは 

0:28:50 設置場所をですね、 

0:28:54 84 キロになったんですけども、19 キロのボンベですと数が当然増えて

ございます。設置エリアの関係もございますので、 

0:29:05 ボンベ容量を変更しまして、ボンベ本数を個数を少なくしてるというとこ

ろでこちらの容量、それから個数というところが変更になっているという

ところでございます。 

0:29:17 同じように 125ＶＭＣＣでございます。こちらにつきましては、防護区画の

見直しが必要となったが、既工認時の防護区画の体積に差がないこ

と。 

0:29:30 設備の配置計画を見直し多賀駅工認と同様な設備構成が可能なことか

ら、ボンベ個数及び配管口径の変更はないということで、 

0:29:40 そもそもですね 2 階にあったの 191 立米っていう、設置していたボンベ

個数ですね。 

0:29:46 これが三階にお引っ越しすることによりまして 199 になりました。 
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0:29:50 ということになりますので、現時点の 24 リッター24 キロ、これが 3 本と

いうことで足りるというところから、変更はないと。 

0:29:59 いうことになってございます。 

0:30:02 低圧炉心スプレイ系でございます。こちらも同様でございまして、干渉物

回避によるボンベへ設置位置、配管経路の変更が生じたため、 

0:30:11 設備の配置計画の見直しを行った。そこその結果、配管経路等の変更

あるが、既工認と同様な設備構成が可能なため、ボンベ個数及び 

0:30:22 配管口径の変更はないということで、同じ－4 から－4 ですねエリアが、

同じフロアで横にスライドしてると、10 数メーターの配管が、ちょっと変

わった程度でございまして、 

0:30:35 評価しますと、現状の 60、8 リッター本で足りるということの検討結果が

えられました。 

0:30:45 そちらが 19 ページ 20 ページにございまして、 

0:30:49 19 ページが静電気室になってございます。 

0:30:53 上が閉、 

0:30:55 変更前でございまして、2 階と、それから、1 階にどのように配置してい

るかと。 

0:31:02 それが今回間取りを変えることによりまして大きくなったということで 1

階 2 階 3 階と、 

0:31:09 いうことで、そもそも、先ほど申し上げました、2 階のボンベですね、3 階

に移動、移設することで 

0:31:19 名称の変更のみで変わらなくていいという結果がえられましたのでその

まま適用させていただいてると。 

0:31:26 いうのが 19 ページ。 

0:31:28 それから 20 ページでございます 20 ページが低圧炉心スプレイ系で、 

0:31:33 そもそもいたところからですね横にスライドしまして、隣に行ってしまった

と、ここで 10 数メーター、配管系の伸びましたけども、アップダウン等な

いというところから現時点で認可を受けている仕様に変更はなく、 

0:31:48 位置の変更というところで整理ができました。 

0:31:55 21 ページになります。 

0:31:57 21 ページが例示させていただいておりますけども、これは緊急用、電気

室の 3 階ということで、 

0:32:04 これらがですね、間取り的には、こういったような形で、2、3 してござい

ます。これが入口とか出張ってるところになってございまして、こういった

ものを足し合わせます。 
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0:32:15 足し合わせて最終的に体積を出すということになってございますので、

こういった式でこの体積を 

0:32:24 15 ページで出ています。 

0:32:27 障防法のですね算出方式係数ですね、0.32 というものを掛けまして、具

体的な量をですね、ここで算出するということになってございます。 

0:32:41 次のページ 22 ページ最後でございますけども、こちらが局長になって

ございまして、ターゲットは設備になります。 

0:32:49 その設備に対しまして、コンマ 6 ですね、大きく設けなさいということにな

ってございまして、上、コンマ 6、それから両サイドコンマ 6 ということで

この体積を求めまして、 

0:33:03 具体的な噴射の総量ですね、を算出するということになってございま

す。 

0:33:12 こういったような消防法に準じましてそれぞれのですね必要容量、 

0:33:17 そういったものを算出し、先ほども 9 に記載が入っているということでご

ざいます。 

0:33:23 ざっと流しました以上でございます。 

0:33:30 規制庁の高橋です。では若干、資料の 

0:33:37 明確化の観点で質問とさせていただきます。 

0:33:43 まず準定。 

0:33:45 頭の方からいきたいと思います。 

0:33:48 まず 2 ページ目ですが、 

0:33:51 この資料に反映して欲しいんですが、1 矢羽根のところで、 

0:33:56 本設計及び工事計画認可申請ですが、 

0:34:01 他でもうちされてますように工事計画変更認可申請に返っていただきた

いと思いますがいかがでしょうか。 

0:34:12 はい。 

0:34:13 承知、承知いたします。現在ヒロキでございま承知いたしました。 

0:34:20 規制庁の高橋です。続きまして 3 ページ目。 

0:34:26 こちらの耐震設計について、Ｓｓ地震動に対する 

0:34:36 機能保持とかそういった観点ではＣｔｏクラスとしてデービー 

0:34:43 設備を設けてるようですけども、 

0:34:45 あとその辺の観点で 

0:34:49 ちょっと説明を追加していただけないですか。 

0:34:51 ここに書くというわけじゃなくて、説明だけで結構です。 

0:35:03 原電の広木でございます。 
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0:35:06 寿一説明耐震クラスの説明と申しますと具体的にはどのような既設のタ

カハシです。Ｓｓ地震動に対する評価はどのようになってますでしょう

か。 

0:35:19 これＤＢ設備と同様でございまして、ＤＢＡとＳＡＤＢ両方一緒でございま

す。建屋ないいのですね。扶桑設置するエリアがございますけども、 

0:35:32 それぞれボンベラックを置くところの耐震評価をいたしまして、それに基

づいて、それぞれの結果を出すと。 

0:35:43 出しているということになってございます。今回、設備の機能維持につき

ましては、Ｃ括弧Ｓｓということで、波及的影響、 

0:35:55 ないように、 

0:36:00 こちらですねこちらが申し上げた申請書の 

0:36:07 同じようにリストを、主要設備リストの右下 25 ページになるんですけど

も、 

0:36:15 用語の定義略語の定義ということで下から三つ目になってございます。 

0:36:22 このＣⅡというものが、Ｃクラス設備の基準地震動による地震力に対し

て、 

0:36:29 火災感知及び消火機能を溢水伝播を防止する機能を保持できる設計と

するものということになってございます。それからバーについては、当該

設置施設において設計基準施設として対象、摂取をしないものとなって

ございますけども、 

0:36:45 こちらはですね、ＤＢ設備、ＳＡ設備登録はしておるんですけども、すべ

てですねＳＡ機器に使用する消火設備及びＤＢＳＡ、 

0:36:57 ＤＢ設備に対する消火設備これも同様に、 

0:37:01 地震力ですね、評価しまして、それに波及的影響がないように、評価を

しているということになってございます。 

0:37:12 既設のタカハシです。ではここにある表のすべてのセッツ日についてＳｓ

機能保持の設計で確認しているということでよろしいですか。はい。 

0:37:22 原理ヒロキでございますはい。 

0:37:25 その理解で結構でございます。 

0:37:29 規制庁高橋です。わかりました。 

0:37:32 続きまして 4 ページですが、 

0:37:37 これは資料にちょっと反映していただきたいんですが、 

0:37:42 表のですね、ところに、次の 5 ページにあります丸数字があると思うん

ですが、 

0:37:50 その表の 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:37:52 に対応した丸数字をですね。 

0:37:55 入れていただくとさらにわかりやすくなるかなと。 

0:37:58 対象のこの名称の上でもいいし列を新たに作っていただいてもいいんで

すが、それはお任せいたしますがいかがでしょうか。 

0:38:08 元ヒロキでございます。はい。追加いたします。 

0:38:14 規制庁高橋です。続きまして 6 ページ目。 

0:38:18 これも 0405 とか、入れていただければと思いますが、 

0:38:24 1 ウエノ団の 

0:38:27 Ｍ、緊急ＭＣＣ他用のところの変更理由ですが、 

0:38:33 一つの 1 個目の欲しいマークの段落で 

0:38:41 所内常設直流電源設備 3 系統目を設置する必要が生じたことから云々

とありまして、 

0:38:48 その結果認可済みの緊急 125Ｖ、 

0:38:54 ＭＣＣ。 

0:38:55 蓄電池の設置場所変更。 

0:38:57 これは認可済みって言ってるのは、 

0:39:01 これは 

0:39:06 既工認と言っている、平成 30 年の 

0:39:10 もので、今回これを変更することにしたというふうに読めばよろしいです

か。 

0:39:17 現在ヒロキでございますはい。2018 年に認可をいただいているところか

らというものでございます。 

0:39:27 こちらはですね認可済みではなくて既工認というように記載を変更させ

ていただきたいと思いますがいかがでしょうか。 

0:39:35 規制庁高橋です。わかりました。 

0:39:46 規制庁高橋です。では続きまして、 

0:39:51 7 ページ目も、06 とかって入れていただければと思います。 

0:39:57 9 ページ目も⑦になりますでしょうか。 

0:40:03 10、 

0:40:04 207 と入れていただければと思います。 

0:40:22 規制庁の高橋です。 

0:40:24 飛びまして 16 ページ目。 

0:40:28 ですが、 

0:40:30 別紙の方の記載におきまして、 

0:40:34 2 点ほど確認があります。 
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0:40:37 表の 2 の一番下のＨＰＣＳデージーのところの配置計画の変更概要。 

0:40:46 におきまして、 

0:40:48 し、主配管の層、 

0:40:52 延長が増加して、 

0:40:55 それで配管口径の一部、 

0:40:57 各拡大による消火能力に対する要求事項を満足するためとあります

が、 

0:41:03 そのケーブル処理室の記載だと縮小ということで、 

0:41:09 配管がー延長、延長して増加した分だけですね。 

0:41:14 体感口径を、 

0:41:16 縮小することで 

0:41:18 追加の消火剤をふやさなくてもいいというふうに読めまして、 

0:41:25 ただいまのＨＰＣＳ政治室ですと、配管公共、 

0:41:30 延長下に配管援助したにもかかわらず－コウゲをさらに拡大というふう

にあってですね。 

0:41:37 これはちょっとどのようなように解釈したらよろしいでしょうか。 

0:41:44 元ヒロキでございます。 

0:41:45 はい。12 ページをご覧ください。 

0:41:50 こちらでもなかなか 

0:41:54 説明不足ではございますけども、 

0:41:58 上が対象ラインにこれがすいません 10ＨＰＣステージを申し訳ございま

せん 13 ページでございまして、 

0:42:14 ＨＰＣＦ高圧炉心スプレイ系につきましては変更前ですね江田が担って

ございます主配管のラインでございますけども、 

0:42:22 ここのですね 

0:42:26 48Ｅ．6 というものを止めまして、26 度イデ 60.5 を追加します。 

0:42:36 さらに、この江崎にございます説明させて記載させていただいてます噴

射ノズルというものがございます。 

0:42:47 こういったノズル形状を変更することなく、そういった越冬へ、 

0:42:54 ナカノですね、そういったノズルそれから配管圧損等を評価することで、 

0:43:04 実は体積は変えずボンベ量は変えずに、そのまま噴射ですね、機能は

満足できるように評価替えられていると。 

0:43:16 いうことになってございます。 
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0:43:18 ちょっと背中ちょっと説明難しいんですけども配管口径を太くすることに

大きくすることによってどうも圧力ロスの圧力ダウンがプレッシャーダウ

ンがあるんではないかというように、 

0:43:31 一方思えるんですけども、 

0:43:34 そういったものを踏まえながら、最終到達点の吹き出し圧力がございま

す。 

0:43:40 その吹き出し圧力等、それから具体的にはレイジー数の中に、噴射す

るまでの時間がございます。その時間とそれから先端のノズルの圧力、 

0:43:53 こういったものが規定の中に入っていれば、そのボンベ量をですねふや

さなくても大丈夫であるという、そういった結果がえられましたので、 

0:44:03 今回ＨＰＣＳについては見かけ上、プレッシャードッグみたいなものがあ

るんですけども、もうそういった計算で、 

0:44:14 イワサキてもいいという結果がえられたと。 

0:44:16 一方、ケーブル処理室につきましては 12 ページにございますけども、 

0:44:24 こちらの 100914．、114.3 ですね、⑲のラインに逆に絞るように、89.1 と

いうものを、を追加、 

0:44:37 変更ですね、変更することによりまして、到達時間それから噴射圧力に

ついても満足はするんですけども、 

0:44:48 それだけではどうしても足りないという結果がえられましたので、ボンベ

本数をですね、追加するような結果がえられたと。 

0:44:59 もう少し系統をですね細かに精査評価すれば、おそらくボンベ本数も変

えなくてもいいんですけども、こちらをなるべく要目と変更せしないように

ということで、 

0:45:11 評価をした結果、どうしても今のラインをですね 1 本追加しなければな

らないというところでこれ以上、要は要目－へ変更をですね縮小できる

ことは、にはならなかったというのが、 

0:45:24 ケーブル処理室になってございます。ですからこういった 

0:45:27 評価ですね消防法上の防災メーカーの評価にはなりますけども、 

0:45:33 そういったそれぞれの必要機能に対して満足いくように評価をすると、こ

ういったような結果がえられていると、というようなことになってございま

す。申し訳ありませんなかなか説明ができずに、ご理解いただけないか

なと思うんですけども以上でございます。 

0:45:49 規制庁の高橋です。 

0:45:51 概要わかりました。そういった検討の中身ですね、詳細につきましては

今後の確認とさせていただければと思います。 
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0:46:12 規制庁高橋です。 

0:46:14 あと 16 ページのですね、ボンベ容量のところで、 

0:46:21 括弧内のｋｇと、 

0:46:26 括弧の内リットルの関係ですね。 

0:46:29 これが様々スな数値を持ってきているんですが、 

0:46:35 まずこの括弧内は、意味とそれと外の数字の意味をちょっと教えていた

だきたいと思います。その上で 

0:46:45 リットルとｋｇの関係。 

0:46:47 ですね、教えていただければと思います。 

0:46:52 現在ヒロキでございます。まずリットルにつきましては、要目表上の記載

がございます。申請書の中でございますと、最初の方ですね 

0:47:04 これの謁見ば、 

0:47:06 9 ページ。 

0:47:08 8 ページ 9 ページになります。 

0:47:11 これボンベの要目容器の要目になりまして、こちらの容量でリッター個

数という表記になってございまして、68 リッターと。 

0:47:23 というようにここで記載をしてございます。それがウエノ 68 といったとい

うことで、※3 で読む記載を示すというように飛ばしてございます。 

0:47:33 こちらで、実は左側の消火剤量がｋｇになってございまして、 

0:47:40 ボンベは 68 言ったようなんですけども、60 キロリットル入れる、 

0:47:49 ものの仕様にしていると。 

0:47:51 ていうことになってございまして、 

0:47:57 とですね、 

0:47:59 一方 18 ページをご覧ください。 

0:48:04 18 ページの緊急用、ＳＡ電気室の二階用でございますけどもこれ同じ

68 リッターでございますけども、50 キロ。 

0:48:13 50 キロを収納すさせるように設定をしていると。 

0:48:18 いうことでボンベイは 68 リッターなんですけどここは、ｋｇ換算にしてい

るのは、 

0:48:24 消火剤量はｋｇになってございますので、そういったボンベに対して何キ

ロリットル充填してそれが何本おけばいいというようなそういうような、 

0:48:34 今の取り扱いになってございます。 

0:48:38 ということになりますので、こちらの括弧としているものは、要目に記載

がないところで、あくまでも評価ですね体積を評価するように、必要容量

ということになってございますので、 
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0:48:50 このような赤熊木の記載にさせていただいてます。 

0:48:57 規制庁タカハシです。もう一度確認いただき、したいんですが、 

0:49:02 まずリットルの方はボンベのよう、空間容積というか、 

0:49:07 そういったものでして、括弧内の方は、 

0:49:12 ｋｇの方は消化剤さまず 

0:49:15 ある向か物とか二酸化炭素とかありますけども、 

0:49:20 それが低下そのよボンベの中、容器の中に何キロ入れられるかという、 

0:49:29 密度みたいのもあるかもしれませんけども、そのて格納 

0:49:36 キロ数を書いてるんでしょうかそれとももうこれ以上入んないっていうや

はり基礎数なんですか。玄広木でございます。それについて別途申し訳

ありません。そこまで、 

0:49:49 数字的にですね容量これでいっぱいなのかっていうところが把握できて

おりませんので別途回答させていただきたいと思っております。 

0:49:59 規制庁高橋です。わかりました。 

0:50:09 原電の室井でございます。今ほどの高橋さんからのご質問に関係する

んで、申し上げておきますと、例えば 18 ページ目におきまして、 

0:50:19 同じハロンボンベの中でも、容積 68 リットルに対して、括弧書きが 60

キロのものと、50 キロのものとあるんですね。 

0:50:29 ですから、多分こういうこともあるんでタカハシさんの方からのご質問だ

と思ってますので、 

0:50:36 低角の質量を変えてるのか、何かこの充填する質量を交付調整してる

のかとか、そういった観点では整理をさせていただこうかなと思っており

ます。 

0:50:56 規制庁の高橋です。では続きまして 17 ページですね。 

0:51:04 これ反映していただきたい事項ですけれども、 

0:51:12 いろんな色がありまして、赤と。 

0:51:16 青と緑がありますが、 

0:51:18 この 

0:51:23 点線のうですね、 

0:51:26 エリアに囲ってるわけですね、この点線は変更前ということでよろしいで

しょうか。 

0:51:33 元ヒロキでございます。はい、さようでございます。 

0:51:38 それは判例に、 

0:51:41 追加していただければと思います。 

0:51:45 現在ヒロキでございましょうしました。 
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0:51:50 あと 

0:51:52 緑の点線の枠のエリアですけども、5 ページの 

0:51:58 方に、 

0:52:02 同様な設定は市の説明がありますが、 

0:52:07 この緑のエリアが 5 ページでは、③ですけどもこれ同じ、 

0:52:14 フロアに見えるんですけども、 

0:52:18 図では別のフロアになっておりまして、これは何か。 

0:52:23 整合してないように一見見えるんですが、 

0:52:26 説明をお願いします。 

0:52:29 現在ヒロキでございます。 

0:52:31 17 ページの緑と、 

0:52:34 5 ページの③、 

0:52:41 こちらはですねどっち、1017 ページを縦にしていただきますと、 

0:52:51 右上にページ数が出ますと。 

0:52:54 ③が、 

0:52:57 下、 

0:52:59 になります。 

0:53:02 5 ページでいくと、横、横、横になっておりまして下に丸さんがいますの

で、 

0:53:10 配置的には申し訳ありませんキープランで 

0:53:14 ＰＭがですね来た方を、 

0:53:17 ちょっと 

0:53:19 示している東西南北がちょっと違っておりまして、 

0:53:31 では別途また、 

0:53:33 申し訳ございません。5 ページの 

0:53:37 変更前の場所の件んでしょうか。 

0:53:45 規制庁の倉地です。5 ページの変更 5 号、 

0:53:52 そうですね変更前、 

0:53:56 ということですね。はい。変更前につきましては申し訳ありません。概要

を示すということでええん時は、2018 年既工認になりますけども、 

0:54:07 こちらの女の 2 段積みになっているところを、2 段で表記ちょっとできま

せんでしたので、 

0:54:15 それぞれ 2、何かラックが二つ三つというように表記しておりますけど

も、 

0:54:24 22.5、18 メーターということで、 
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0:54:29 以前はこのような表記でそれを分解しますと、17 ページのようにです

ね、 

0:54:34 18 メーターにワー 

0:54:37 ＨＰＣＳがありましてその上に、22、2 メーターのところにデイジーがいる

と。 

0:54:46 なので変更前につきましてはちょっと数が少ないように見えているんで

すけどもここに同じところに、2 段重ねでデイジ関係ｃｏ通が、 

0:54:56 重なっていると、というような表記にしてます。これを素直に今回表記し

ますと、下のですね変更後の配置になりましてこちらは、 

0:55:07 17 ページの配置等を、変わってはございません。 

0:55:14 規制庁タカハシです。より正確に 17 ページが書いてあるという理解でよ

ろしいですか。 

0:55:20 現在ヒロキでございますはいサトウございます。 

0:55:29 規制庁タカハシ説続きまして 19 ページ目ですけれども、 

0:55:34 これも変更前を、 

0:55:38 の枠は点線にしていただいたのがわかりやすいかと思います。 

0:55:43 よろしくお願いいたします。 

0:55:46 それで、 

0:55:49 追加なんですが、変更後の青井は空のエリア、 

0:55:56 ですが、 

0:55:57 これの、 

0:55:59 変更前の 3 回の同じエリアは、 

0:56:05 この区画には何が入ってたんでしょうか。 

0:56:07 どういう質問かといいますと、 

0:56:13 前回のヒアリングで申し上げました 

0:56:17 ボンベがー供給スルー対象のエリアというのが、 

0:56:21 この 

0:56:23 図でいうと変わってきてる気がしまして、 

0:56:27 その変わったという理解でよろしいですか例えば、 

0:56:31 青いところの 120。 

0:56:35 5ＶＭＣＣですね、それが変更前 2 階にあったんですがこのエリア 225

Ｖ、 

0:56:42 ＭＣＣは変更後もあって、 

0:56:47 なのかそれとも 3 階に移動したのかその辺が知りたいところです。 

0:56:54 はい。まず三階には 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:56:59 防護すべき対象設備がそもそも既工認ではありませんでしたというとこ

ろから、3、3、3 階に、三階に対しましては消火設備は、 

0:57:11 設けていない。 

0:57:12 今回第 3 電源が、 

0:57:16 きましたので、 

0:57:19 その第 3 電源に対しまして 

0:57:23 守らなければならないというところから防護しなきゃならないというところ

から、 

0:57:28 2 階の二階用を設置していた、ボンベを上に移設したと。 

0:57:35 いうのがまず一つです。 

0:57:37 今回 2 階にいた緊急ＭＣＣ125 ですけども、こちらが 1 階の方に移動す

るということになりまして、 

0:57:48 ここ空っぽになるわけではございません。2 回目につきましてはその体

制設備がですね、中に配置、 

0:57:58 されます。そういったものから、に概要としても、その他 

0:58:04 もう検討はもう進んでいると思うんですけども、 

0:58:07 に概要として必要な照会機能は持つというところから、 

0:58:15 今回ですねそのまま、この部屋には消火剤を入れると、というようなとこ

ろにしてございます。 

0:58:22 Ａとした 1 回目につきまして今の 2 階にいたものがですね 

0:58:28 移動するというもの、それから蓄電池等の変更があるというところから、

今回、下をですね拡大エリアを拡大しまして、 

0:58:40 消火設備を増強すると。 

0:58:44 変更すると、というようなことにいたしました。以上でございます。 

0:58:53 規制庁のタカハシです。 

0:58:55 それは 

0:58:57 例えば緊急ＭＣＣとか緊急 125ＶＭＣＣとか、緊急蓄電池ですが、 

0:59:05 緊急蓄電池は 1 回のまま、 

0:59:11 その中身として緊急ＭＣＣも 1 回のまま、 

0:59:17 緊急 125ＶＭＣＣは、 

0:59:30 結論から言いますと、 

0:59:33 入ってくる。 

0:59:37 フェーリアに、 

0:59:40 第 3 電源とかその辺の設置も入ってきて、 

0:59:47 全般的なその設備配置が変わったということでよろしいでしょうか。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:59:54 現在ヒロキでございます。はい。その通りでございます。 

1:00:03 規制庁高橋です。これは前回のヒアリングでお願いしした。 

1:00:09 ように 

1:00:10 配置変更。 

1:00:13 2 府の制度の中で、その情報も入ってくると、今後の話ですが、 

1:00:19 わかりやすくなるかと思います。 

1:00:25 全然ヒロキでございますはい。 

1:00:27 承知いたしました。 

1:02:12 規制庁高橋です。 

1:02:15 では続きまして 

1:02:20 21 ページですけれども、 

1:02:23 これはできれば資料に反映していただきたいんですがこの参考のです

ね算出でやってるところで、 

1:02:31 最終的に、合計の、 

1:02:34 部屋 

1:02:36 空間体積を計算していただいた後、 

1:02:40 一番上の、 

1:02:44 Ａ藤式が、これが消火剤量の求めるＣＴでよろしいですか。 

1:02:52 減益でございます。はい、その通りです。 

1:02:56 では 

1:02:59 最終的にこの 

1:03:02 消化剤量まで、サンプルのページだと思いますが、求めてもらってよろ

しいでしょうか。 

1:03:16 原電ヒロイでございます拝承しました記載いたします。 

1:03:21 規制庁高橋です。同様に今の所外の座位能を求める式の 

1:03:29 等は、右側の 

1:03:33 式の方の防護区画の開口部面積とありますが、 

1:03:37 これは、イメージ的に言うとドアとか、 

1:03:42 そのＨａｔｃｈとかなんかそんな感じでよろしいでしょうか。 

1:03:45 元ヒロキでございます。はい。その通りでございます。 

1:03:55 規制庁高橋です。 

1:03:57 では続きまして 22 ページ目、目もスモールＡとラージＡが、ちょっと不明

ですのでその辺の計算式も入れていただいて、 

1:04:08 最後まで先ほどあった表の数値に消化材料が、 
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1:04:14 一致するところまでサンプルで入れてもらうとわかりやすくなるかと思い

ます。 

1:04:19 元でヒロイヒロキでございます。はい、承知しました。 

1:04:31 ではタカハシですが、これで私からの質問を終わります。 

1:04:43 規制庁の高橋です。では続きまして、熱交換器の方の説明をお願いし

ます。 

1:04:53 はい。原電のサコンジュです。 

1:04:57 それでは、火災防護設備の方と同様に、修正した箇所については黄色

でハッチングさせていただいてますので、ご覧ください。 

1:05:06 後で説明を始めさせていただきます。 

1:05:09 まず 2 ページ目につきまして、 

1:05:13 2 ページ目は、上からちょっと修正をさせていただいております。 

1:05:18 こちらに関しては以前は今回工認ではというか、文章だったのですが、 

1:05:24 今まで以前は、記載の通りにしていたものを、今回工認では、以下のよ

うに変更するというふうに記載を変えさせていただいております。 

1:05:33 こちらについては先ほど火災防護の方でもコメントありました、本設計及

び工事計画認可申請のところ変更追記させていただきます。 

1:05:47 こちらにつきましては、以下のように変更するとさせていただいてまし

て、1 ポツ目につきましては公称値、図面セキの公称値について、2 ポ

ツ目についてが、伝熱面積の設計確認値について説明させています。 

1:06:04 公称値につきましては、保守的に算出していた公称値について、他プラ

ント及びに、すでに認可されています残留熱除去系熱交換器、 

1:06:16 の算出方法に合わせて変更しています。 

1:06:19 2 ポツ目について、設計がクェンチについては、公称値の伝熱面積につ

いて、許容節減率を考慮した値に変更しています。 

1:06:30 次に、3 ページ目の説明させていただきます。 

1:06:37 3 ページ目では、表 2 に記載小児の伝熱面積の公称値のところで記載

させていただいてました。既工事計画書に記載がないためというのが、 

1:06:49 そもそもいつのものなのかというところの子がコメントがありましたので、 

1:06:54 へえ。 

1:06:56 まず表 2 に記載の左側に記載の既工認のところに、 

1:07:02 2018 年のＳＡ本体購入という括弧書きで入れさせていただいておりま

す。 

1:07:07 その他のページには、括弧書きでまた聞く、建設時購入なのか、2018

年なのかというのは記載させていただいております。 
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1:07:17 この表に記載の近藤、津ＲＣＷ側の電熱面積の公称値、 

1:07:25 につきまして既工認のところで、ちょっと※1、 

1:07:29 設計確認中でも※1 で今回工認においても※1 とすべて入れさせてい

ただいております。 

1:07:36 前回は、表の一番上の、 

1:07:40 伝熱面積公称値と設計確認値のところに※値を書かせていただいてお

りましたが、 

1:07:45 今回は、すべての数値のところに※値入れさせていただいております。 

1:07:52 エコ 

1:07:53 つぎ込みのところにつきまして伝熱面積の設計確認値、 

1:07:58 ところで※2 を入れさしていただいておりまして、こちらの数値は、もとも

とは建設時工認では記載がなかった数値でありまして、 

1:08:09 2018 年の衛星本体工認時に、記載の通り設定しています。 

1:08:15 て文書を 

1:08:18 簡単に表の小児内では、書き加えさせていただいており、※2 として飛

ばして注記に飛ばしています。 

1:08:27 また、こちらの表内でコメントのありました、伝熱管総本数、 

1:08:32 んところの 

1:08:34 根拠。 

1:08:36 そっちの考え方については※3。 

1:08:39 今度飛ばしていまして、 

1:08:42 こちらにつきましては牧放射線率、括弧メーカー推奨値であり、またプラ

ントの値も参考に設定しています。 

1:08:51 ＣＵＷ尾西線熱交換器側は、※4 とさせていただいておりまして、 

1:08:57 許容線率括弧メーカー推奨値でありまして、やはりＣＷ熱交換器側に合

わせた 

1:09:03 数値値を記載しています。 

1:09:09 次に 4 ページの説明させていただきます。 

1:09:13 先ほどの 2 ページ目、 

1:09:16 73 ページ目の表にないで、コメントのありました。アキコ人っていうの

が、いつの購入のものなのかというところで、 

1:09:24 Ｐ4 ページにおいては、既工認、括弧建設時工認というふうに記載させ

ていただいております。 
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1:09:33 また、2 ページ目において、保守的にさ、公称値については算出してい

ましたという記載をしていますのでこちらも、4 ページにおいても同様

に、 

1:09:43 保守的にという言葉を追加させていただいております。 

1:09:48 この 4 ページ目の 7 方二つ目につきまして、 

1:09:54 こちらも 2 ページにて書かせていただきました他プラント及び、 

1:10:00 もうすでにくされて 2018 年のＳＡ本体工認時、 

1:10:04 その時、 

1:10:05 の 3 連通口系の熱交換器の算出方法に合わせてという記載を追加さ

せていただいています。 

1:10:13 また、 

1:10:16 この出口ノズルと近藤側の管板面の間を、 

1:10:20 この考え方あるＨＩ残留熱除去系熱交換器のこの考え方を適用して良い

のかというコメントもありましたので、 

1:10:29 こちらは追記させていただいております。 

1:10:33 へえ。 

1:10:34 まず、図 1 につきまして、看板面という言葉をまず追加させていただい

ており、 

1:10:41 文章としましては、今月交換機の動画の看板面と出口ノズルの間にお

いても、流れが生じており、鉄製の同等であることから、前列面積として

期待できるという記載を追加させていただいております。 

1:10:56 次に、5 ページです。 

1:10:59 5 ページは、先ほどの 4 ページ目と、 

1:11:02 ものと、 

1:11:04 同様に、機構に各建設事項に、 

1:11:08 と、あとは、本文文書につきましては、 

1:11:12 既工認では保守的にという文章を追加させていただいております。 

1:11:16 二つ目のシバタ二つ目の文書につきましても、 

1:11:22 同様に戸田プラント及び、2018 年、平成本体工認時の 

1:11:27 残留熱接着系熱交換器の算出方法に合わせて、 

1:11:31 ご承知をしています。 

1:11:34 こちらも先ほどのＲＣＷ側と同様に、Ｕ字管部、 

1:11:39 こちら直管部端部からＵ字管町端部まで公称値の考え方伸ばしてます

が、 
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1:11:46 こちらのＵ字管部においても流れが生じており、直感物Ｕ字管部の伝熱

性能は同等であることから、伝熱面積として期待できるという記載を追

加しています。 

1:12:00 次に 6 ページ目です。 

1:12:03 6 ページ目については、ちょっと誤記の修正は都築さん適正化というこ

とで、 

1:12:09 へえ。 

1:12:11 二つ目の式、ＣＵＷ再生熱交換器側の式で、ちょっと（1）がずれてまし

たので、そこの適正化。 

1:12:19 と、あとＮＵについて、伝熱管Ｕ字部の長さの、すべての総合計という記

載を、ちょっと追加させていただいております。 

1:12:30 次に 7 ページ目です。 

1:12:33 7 ページ目においても、 

1:12:37 動きの修正、 

1:12:38 となっています。 

1:12:40 まずＣＵＷ再生熱交換器側の資金においてこちらも（1）がずれていまし

たので、そこの修正と。 

1:12:48 あと伝熱面積の設計確認値のところで今ＬＭＡＣＣＳのところ黄色でハッ

チングさせていただいておりますが、 

1:12:54 以前は、Ｌという記載にしていましたが、Ｌだと、下に記載しています伝

熱管直下部の長さと同じことになってしまうので、こちらをちょっと分けさ

せていただいております。 

1:13:07 また、下に記載しています、このＤ0、伝熱管会計につきまして、 

1:13:14 以前はＤに伝熱管外径としていました。そちらにつきましては、こちら誤

記でＤ0 に修正させていただいており、 

1:13:23 へえ。 

1:13:25 Ｄ⊿Ｄ値データＤにつきましてはもともと右側に記載させていただいてた

ものを左側に持ってきまして、Ｄ0Ｄ1Ｄにちょっとわかりやすく、全部を入

れ替えさせていただいております。 

1:13:39 で、レビューにつきましては、先ほどと同様に、 

1:13:43 伝熱管ＹｏｕＴｕｂｅの長さのすべての合計というふうに記載させて、 

1:13:48 いただいております。 

1:13:52 8 ページにつきましては、修正事項はございませんので、 

1:13:58 次、別紙にいかしていただきます。 

1:14:02 別紙が全部で 2 ページありますが、イシイは、現在野瀬線状況と、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:14:09 また今回の申請の経緯について、示しています。 

1:14:13 まず 9 ページから説明させていただきます。 

1:14:16 9 ページの別紙、表 1 には、ＲＣＷ熱交換機とＣＵＷ再生熱交換器の伝

熱管の接線状況を示しています。 

1:14:26 別表表 1 に示してある通り、あるＣＷもＣＵＷ再生熱交換器もどちらも、

現在説明をしている状況です。 

1:14:36 こちらにつきまして、 

1:14:38 もともと工認の手続きが必要だったのかというところをちょっと整理して

いますので、 

1:14:45 2018 年のＳＡ本体工認認可前の手続きについては、電気事業法の施

行規則、 

1:14:53 別表第 2 にもともと定められていまして、 

1:14:57 ＲＣＷ熱交換機及びＣＵＷ再生熱交換器は、非常用のものに該当しな

いことから、 

1:15:04 戦により工事計画の記載値が変更になった場合でも、工事計画に係る

手続きは不要でした。 

1:15:11 また、2018 年のＳＡ本体工認認可後の手続きについては、 

1:15:16 実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則、 

1:15:20 別表第 1 に定められている通り、 

1:15:25 ＲＣＷ熱交換器側、実際 2018 年の認可後にも伝熱管一方、説明はして

いますが、非常用のものに該当しないことから、御説明により工事計画

の規制値が、 

1:15:37 変更になった場合でも工事計画に係る手続きは不要でした。 

1:15:43 次に 10 ページの説明をさせていただきます。 

1:15:47 20 ページでは、今回申請する経緯について示しています。 

1:15:52 もともと 2018 年、清本体工認時の伝熱面積につきましては、新規制基

準の対応である発電用原子炉施設の工事計画に係る手続きガイド、 

1:16:03 において、伝熱面積の記載は、設計確認値と公称値の 2 種類を併記す

ることとなりました。 

1:16:10 衛生設備ではないかんあるＣＷ熱交換器及びＣＵＷ再生熱交換器につ

いては、 

1:16:18 新規制基準の認可対象設備ではなかったものの、先ほどのガイドに沿

いまして、 

1:16:24 記載を変更する必要があったことから、 

1:16:28 工事計画に係る補足説明資料補足の 1、 
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1:16:32 工事計画認可申請書における本文及び添付書類の作成要領につい

て、 

1:16:37 見て記載している作成より基づき、記載していました。 

1:16:42 今回の前列面積につきましては、 

1:16:47 へえ。 

1:16:50 標目表にあたって、新たに、 

1:16:53 公称値及び設計確認値を設定する必要があったことから、 

1:16:58 戸田プラント及び 2018 年のＳＡ本体工認時の残留熱除去系の熱交換

器の地積、また、共用線率に係るメーカー推奨率を勘案し、設定してい

ます。 

1:17:11 以上で説明を終わらせていただきます。 

1:17:18 規制庁の高橋です。 

1:17:20 では事実確認したいと思います。 

1:17:23 私から 9 ページのところの 

1:17:28 別紙の表 1 ですが、 

1:17:32 ここの中盤のところにある必要伝熱管本数、 

1:17:40 ですが、 

1:17:41 これは 

1:17:42 前の 3 ページ示されております伝熱面積との関係。 

1:17:49 すなわち必要最初伝熱面積。 

1:17:56 に対応しているのかそれとも設計確認値の、 

1:18:00 伝熱面積に対応しているのか。 

1:18:02 ちょっとこの辺の対応関係を教えてください。 

1:18:05 県連のサコンジュです。必要伝熱管本数は、3 ページの設計確認値の

ところと対応しています。 

1:18:18 規制庁高橋です。わかりました。 

1:19:02 すいません今規制庁深見です今の回答で、 

1:19:06 必要伝熱管本数の括弧内の数値は、3 ページの上の、黒文字の方に

対応する。 

1:19:24 既工認の方じゃないの値に対応するんですか。 

1:19:28 いや、今回工認の赤字の記載です。 

1:19:42 はい、ありがとうございました。 

1:19:51 とお願いとしては規制庁フカホリですけども、 

1:19:55 4 ページと 5 ページの、 

1:19:58 図 2 ですねえ。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:20:01 冷却材の。 

1:20:04 入口と出口ぐらいを書いてもらうと。 

1:20:09 それと冷却材の流れ方向というか、 

1:20:15 そうすれば、 

1:20:17 ちゃんと、 

1:20:20 全部のところに水っていうのは影響があるんだよっていうのが四角でわ

かるので、 

1:20:28 そうすると、いいかなっていう気が出しましています。 

1:20:34 それから、もう一つは 

1:20:37 御社っていうか、原電さんの中でこういう熱交換の時の、 

1:20:43 もう我々の方が、既工認というかもう認めているルー熱交換器みたいな

のがあって、そいつはもうこうなってんですっていうやつがあれば、 

1:20:54 一番おんなじじゃんっていうので先例があれば我々はもう何も考えずに

ＯＫになっちゃうんですけどそういうのってないですか。 

1:21:08 江森です。それがまさにその 2018 年にやったときの、あれじゃある熱交

になってございますんで、その時の要目表の変更内容と、 

1:21:18 あとその時野瀬容量設定根拠という書類を出しておりますんで、それを

合わせてどこに書いてあるかというのをお伝えしたいと思います。以上

です。 

1:21:36 あとすいません規制庁深見ですこの熱交が設置してる場所を私探しに

行ったんだけど、タービン建屋のどこにあるのかなっていうのは、 

1:21:48 わかんなくて、 

1:21:51 そういうところから示していただくと熱交がここにあって、こう繋がってて

ってわかっちゃうんですけど、そういう絵っていうのは出せますか。 

1:22:07 元モリです。また別途それに今の要望なりました図面の方をお出しさせ

ていただきます。以上です。 

1:22:51 規制庁の高橋です。規制庁からの事実確認は以上になります。 

1:22:57 日本原電から何かございますか。まずこちらにいる方から、 

1:23:06 現在コバヤシです。こちらは特にございません。 

1:23:11 発電所何かございますか。 

1:23:17 全部、発電所のＩＦです。すいません最後のご質問の設置場所の質問の

意図を確認したいんですが、 

1:23:28 どういったご趣旨からですかね、要求には多分、どこどこ建屋とかです

ね、書いてあるかと思うんですけども、 

1:23:37 規制庁深見です。単純にですね、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:23:41 物がどこにある、置いてあるっていうのも知らずにメーラー認可するの

かっていう、そういう質問対応でございまして、深い意図はございませ

ん。以上です。 

1:23:53 はい、わかりました。 

1:23:59 元コバヤシｓ発電所ん他ございますか。 

1:24:03 なぜでしょう。以上で問題ございません。大丈夫です。 

1:24:10 規制庁の高橋です。 

1:24:12 以上をもちまして、東海第 2 発電所、 

1:24:15 設計及び工事計画変更認可申請に係るヒアリングを終了します。お疲

れ様でした。 

 


